
経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　鴻巣市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A3 非設置 117,798 67.44 1,746.71 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

経営の健全性・効率性に係る指標から、財務状況
については、概ね健全な状況にあると言えます
が、令和2年度以降、新型コロナウイルス感染拡大
や物価高騰の影響を受ける市民生活等の支援とし
て行った基本料金免除の影響から料金回収率が
100%を下回っています。これは近年の特殊な事情
によるものですが、今後も人口減少や節水機器の
普及により、給水収益の減少が見込まれ、さら
に、管路や施設の老朽化は年々進行しているため
事業費の増大は避けられなくなっています。その
ため、計画的な更新を実施して事業費の抑制・平
準化を図ることや、水需要に見合った施設規模の
適正化、適切な維持管理による延命化など、効率
的な運営が必要になります。水道事業を取り巻く
環境は厳しさを増していますが、今後も健全で安
定した運営が継続できるよう、中長期的な視点に
立ち、課題の解決に努めてまいります。

1,883.15 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 87.16 99.93 3,058 117,584

全体総括

62.44

①経常収支比率は100%を超え、収支は黒字となっ
ておりますが、電力料の高騰に伴う動力費の増加
等により、前年度から下がっています。
②累積欠損金比率は長期にわたって0%であり、本
市の水道事業は安定した運営ができているものと
考えられます。
③流動比率は例年100%を大きく上回っており、短
期的な債務に対する支払能力を有しています。
④企業債残高対給水収益比率は企業債の発行を抑
制してきた時期があったこと、借入額より償還額
の方が多いことから、現在でも低い水準となって
います。
⑤料金回収率は、令和2年度以降、新型コロナウイ
ルス感染拡大や物価高騰の影響を受ける市民生活
等の支援として行った基本料金免除の影響によ
り、100%を大きく下回っています。
⑥給水原価は有収水量が年々減少していること、
動力費等が増加していること、令和4年度において
は、計画期間の中間年度となったことから水道事
業ビジョンの見直しを行ったことなど委託料の支
出もあったことから、上昇傾向にあります。引き
続き、計画的に管路の更新を行い、適正な維持管
理や効率化による費用の削減に努めます。
⑦施設利用率は類似団体を大きく下回っており、
ダウンサイジングなど施設能力の適正化につい
て、今後検討していく必要があります。
⑧有収率は類似団体を上回り、90%を超える水準と
なっております。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は類似団体より、高い
値となっています。
②管路経年化率は類似団体より低い値ではありま
すが、増加傾向にあります。
③管路更新率については、例年、類似団体平均を
下回っております。令和3年度に地域連絡管の整備
を進めたことなどから、前年に比べ、減少しまし
た。
施設全体の減価償却率は高くなっており、浄水場
施設・設備等の老朽化も進んでいると考えられま
すが、耐用年数経過後も適正な維持管理による延
命化を図るとともに、経営状況を踏まえた上で適
正な投資を進めていきます。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.70】 【1.34】 【252.29】 【268.07】

【89.76】【59.97】【174.75】【97.47】

【51.51】 【23.75】 【0.67】



経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　鴻巣市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
67.44 1,746.71 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Bc1 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

117,798

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

「①経常収支比率」100%以上であり黒字を継続してい
るが、減価償却費の増加率の逓減等により比率が増加
したが、未だ類似団体平均値よりも低い状況である。
「②累積欠損金比率」未処理欠損金が発生していない
ため0%である。
「③流動比率」企業債残高の減少等により比率は上昇
しており、類似団体平均値を大きく上回っている。ま
た、一時借入金の実績がないことから、短期的な債務
に対する支払能力については問題はない。
「④企業債残高対事業規模比率」類似団体平均値を大
きく下回っており、比率はほぼ横ばいである。計画的
な投資と起債による企業債残高の減少や、適切な使用
料水準の達成に努める。（※左の表ではR03の当該値が
「413.30」とあるが正しくは「417.98」である。）
「⑤経費回収率」年間有収水量の減による使用料収入
の減少等により前年度から率は減少し、類似団体平均
値を下回っている。率を向上させるため、使用料の対
象となる費用に加え、将来の更新を見据えた資産維持
費や人口減少による使用料収入の減少も考慮した上
で、適切な使用料水準について検討する。
「⑥汚水処理原価」年間有収水量の減少、減価償却費
の増加に伴う汚水処理資本費の増加等により依然増加
傾向にある。水洗化率の向上による有収水量の確保等
の措置が必要である。
「⑧水洗化率」前年度から、水洗便所設置人口が
0.22%、処理区域内人口が0.21%増加しており、水洗化
率は微増となった。類似団体平均値よりも高い率を維
持しているが、引き続き未接続者への周知・依頼を通
して率の向上に努める。

資金不足比率(％)

- 70.01 78.32 80.57 2,310

自己資本構成比率(％)

92,147 15.03 6,130.87 【】 令和4年度全国平均

「①有形固定資産減価償却率」
年々増加傾向にあり、類似団体平均値よりも高い数値
が続いている。法定耐用年数に近い資産を多く保有し
ており、施設の更新や長寿命化等を検討する必要があ
る。
「②管渠老朽化率」、「③管渠改善率」ともに0%であ
り、法定耐用年数を経過した管渠は保有していない。
　今後はストックマネジメント計画に基づき、計画的
な修繕や改修を実施する。

2. 老朽化の状況

全体総括

　各指標を見ると類似団体平均値を下回る数値があ
り、引き続き、有収率や水洗化率の向上に努め、施設
の効率性を確保しながら、施設の老朽化対策を計画的
に進めていく。
　また、施設の更新事業に対する所要の財源確保のた
め、適正な債務残高を維持しながら水洗化率向上によ
る使用料収入の増加や適正な施設の維持管理による汚
水処理費の減少に努める。
　汚水処理費を使用料収入で賄えず、企業債の償還も
基準外を含む一般会計からの繰入金で支えられている
状況からの脱却を図る必要がある。そのため、現在見
直しを図っている経営戦略において適正な使用料水準
について検討するなど、積極的な経営改善に取り組む
予定である。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.11】 【3.15】 【73.44】 【652.82】

【95.82】【59.10】【138.29】【97.61】

【39.74】 【7.62】 【0.23】



「③管渠改善率」
　管渠の更新・改良等は実施しておらず、0%
であるが、処理施設については、平成23年
度、平成24年度に笠原地区処理施設、平成30
年度、令和元年度に笠原第２地区処理施設の
改修工事を行っている。

2. 老朽化の状況

全体総括

　接続率の向上による使用料の増収や適切な
施設の維持管理による汚水処理原価の削減に
努め、収益的収支比率や経費回収率の向上な
ど、経営の健全化を図ることとする。
 また、最適整備構想を踏まえ、各施設の劣化
状況による優先度を把握した段階で、工事費
の平準化や長寿命化の効率的な改修を検討す
ることとする。
　令和６年度より地方公営企業法を一部適用
し法適用事業となり、令和７年度には経営戦
略の見直しを予定しており、資産をはじめと
する経営状況を比較可能な形で把握し、安定
したサービス提供のため、持続可能な事業計
画を検討する。

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

- 該当数値なし 2.19 88.89 3,025

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

2,582 1.97 1,310.66 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

「①収益的収支比率」処理施設の設備修繕等
により総費用が増加したことで比率が減少し
た。黒字化を達成するため、引き続き接続率
の向上と費用の削減に努める。
「④企業債残高対事業規模比率」0%であり、
類似団体平均値778.81%と比較して極めて低
く、良好な状態である。
「⑤経費回収率」処理施設の設備修繕等によ
り汚水処理経費が増加したことで、前年度か
ら比率が大きく減少しており、類似団体平均
値を下回っている。①と同様、使用料の確保
と維持管理費用の見直し・削減を進め、比率
向上に努める。
「⑥汚水処理原価」年間有収水量が減少し、
大規模な修繕の発生により汚水処理原価は増
加しており、類似団体平均値を上回ってい
る。①、⑤と同様、計画的な維持管理に努
め、経費削減に取り組む。
「⑦施設利用率」類似団体平均値と比較し高
い数値を維持しており、今後も適切な施設規
模を維持し、効率的な運営を継続する。
「⑧水洗化率」類似団体平均値と比較し高い
数値を維持しており、引き続き未接続者への
個別訪問等により水洗化率向上に努める。

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

117,798 67.44 1,746.71 ■ 当該団体値（当該値）法非適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置

経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　鴻巣市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例

0.00

0.01

0.02

0.03

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.01 0.02 0.02 0.01 0.01

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 102.36 105.35 105.58 91.05 80.68

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値

平均値

①収益的収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値

平均値

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 789.46 826.83 783.80 778.81 718.49

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 61.16 63.74 54.97 51.77 39.80

平均値 57.77 57.31 68.11 67.23 61.82

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 207.05 209.17 238.48 259.23 340.81

平均値 274.35 273.52 222.41 228.21 246.90

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 87.45 83.79 84.15 80.87 82.28

平均値 50.68 50.14 55.26 54.54 52.90

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 91.21 91.70 91.90 93.58 94.46

平均値 84.86 84.98 90.52 90.30 90.30

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【809.19】

【87.30】【52.55】【273.68】【57.02】

【0.02】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


